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夏

生協の個人宅配でシェア率トップ
流通サービスが届ける

暮らしに欠かせないもの
埼玉県草加市に本社がある（株）流通サービスは

創業50年を超える歴史がある
飛び抜けた強みは、生活協同組合から委託される個人宅配事業だ

外部委託される生協の個人宅配でシェア率はトップを誇る
それぞれのドライバーが配達先で組合員と対面する業務

どのように信頼を得て、事業の柱となったのか
2025年からロジスティードグループの一員となった

流通サービスの事業を紹介する
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全
国
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
協

同
組
合
（
以
下
生
協
）
の
個
人
宅
配

業
務
で
、
外
部
委
託
さ
れ
る
物
流
会

社
の
シ
ェ
ア
率
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
誇

る
の
が
㈱
流
通
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
流

通
サ
ー
ビ
ス
）
だ
。
シ
ェ
ア
率
は
約

32
％
、
個
人
宅
配
車
両
台
数
は
２
３

５
２
台
（
共
に
２
０
２
６
年
度
実
績
）

と
な
っ
て
い
る
。

「
東
北
か
ら
九
州
ま
で
合
わ
せ
て
26

団
体
の
生
協
か
ら
個
人
宅
配
業
務
や

配
達
品
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
を
受

託
し
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ア
率
は
他
社

を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
ま
す
が
、

で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
を
明

確
に
し
、
で
き
る
こ
と
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
信
頼
を
積
み
重
ね
た
結
果

で
す
。
生
協
の
仕
事
に
関
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
生
協
同
士
の
横
の
つ
な

が
り
で
紹
介
を
い
た
だ
く
か
た
ち
で

広
が
っ
て
い
ま
す
」
そ
う
語
る
の
は

流
通
サ
ー
ビ
ス
取
締
役
個
配
本
部
長

の
山
吹
誠
さ
ん
だ
。

　

も
と
も
と
流
通
サ
ー
ビ
ス
は
１
９

７
４
年
、
埼
玉
県
草
加
市
で
日
本
生

活
協
同
組
合
連
合
会
学
協
支
所
の
倉

庫
保
管
・
入
出
庫
管
理
業
務
の
受
託

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
全
国
の
学

校
生
協
に
向
け
て
出
荷
さ
れ
る
商
品

の
倉
庫
運
営
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

一
般
の
生
協
で
扱
わ
れ
る
食
料
品
や

生
活
用
品
な
ど
の
物
流
業
務
を
受
託

す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
化
粧
品
会

社
か
ら
の
受
託
で
化
粧
品
物
流
も
手

掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
従

業
員
数
は
約
５
０
０
０
名
だ
。

「
生
協
の
個
人
宅
配
と
化
粧
品
会
社

の
化
粧
品
物
流
が
事
業
の
２
大
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
特
徴
的

な
の
は
生
協
の
個
人
宅
配
で
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
は
約
２
０
０
０
名
い
ま
す

が
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
が
組
合
員
の

皆
様
と
対
面
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
配
達
品

を
お
渡
し
し
ま
す
。
基
本
的
に
は
毎

週
1
回
、
必
ず
お
伺
い
す
る
こ
と
に

な
り
、
生
協
が
取
り
扱
う
季
節
の
お

す
す
め
品
を
紹
介
し
た
り
、
次
回
の

注
文
票
を
お
預
か
り
し
た
り
し
ま
す
。

組
合
員
様
の
ご
要
望
で
『
見
守
り
安

心
サ
ー
ビ
ス
』
が
つ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
配
達
時
、
組
合
員
様

の
健
康
面
で
異
常
を
感
じ
た
時
や
、

在
宅
の
は
ず
な
の
に
チ
ャ
イ
ム
に
反

応
が
な
い
時
な
ど
に
ご
家
族
に
連
絡

す
る
も
の
で
す
」

　

た
だ
物
を
運
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

組
合
員
の
皆
様
と
直
接
的
な
接
点
を

持
つ
「
現
場
の
最
前
線
」
と
し
て
の

役
割
を
担
う
。
そ
の
た
め
入
社
し
た

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
丁
寧
な
研
修
制
度

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
安
全
運
転
、

品
質
管
理
と
い
っ
た
基
礎
的
な
研
修

に
加
え
、
生
協
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、

組
合
員
の
皆
様
と
の
関
係
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
教
育
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
現
場
配
属
後
も
先
輩
や
指

週
に
一
度
、組
合
員
と
対
面

 「
見
守
り
安
心
サ
ー
ビ
ス
」

やまぶき まこと●2006年、営業職からの転職で流通サービス
に入社。岡山県の藤田センターで配送担当（ドライバー）に就い
た。その後、所長職などを経て大阪へ異動。2018年からは西日
本エリアマネージャーとして荷主対応や現場改善などに従事。
2022年に本社へ異動し、新設のソリューション統括部で長生
研修所の教育カリキュラム刷新などに取り組んだ。2024年に
取締役、運輸本部長に就任。2025年から個配本部長に就任
した。「最初に担当したドライバーの業務が本当に楽しく、定年ま
でドライバー職のままでいたいとさえ思っていました」と話す。

山吹 誠
（株）流通サービス 取締役 個配本部長

東
北
か
ら
九
州
ま
で
、横
の
つ
な
が
り
で
広
が
っ
た

生
協
の
宅
配
事
業

で
き
る
こ
と
に
真
摯
に
向
き
合
う
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導
担
当
者
に
よ
る
同
行
・
実
地
訓
練

が
時
間
を
か
け
て
行
わ
れ
る
。

「
丁
寧
な
対
応
が
で
き
、
高
い
接
遇

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
病
院
や
調
剤
薬
局
へ
の
対
面
配

達
が
必
要
な
医
薬
品
の
物
流
で
も

ニ
ー
ズ
が
高
く
、
医
薬
品
物
流
の
受

託
も
増
え
て
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
流
通
サ
ー
ビ
ス
は
２
０
２

５
年
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
な
っ
た
。

「
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
た
こ
と
で
営
業

な
り
ま
し
た
。
今
年
も
実
施
し
ま

す
」
と
、
山
吹
さ
ん
は
新
し
い
変
化

を
語
る
。

　

生
協
の
組
合
員
様
宅
に
日
々
配
達

を
し
て
い
る
個
人
宅
配
の
拠
点
は
全

国
87
か
所
あ
る
。
そ
の
中
の
1
か
所
、

埼
玉
県
川
越
市
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
川

越
セ
ン
タ
ー
を
続
い
て
紹
介
す
る
。

こ
こ
は
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ

ム
埼
玉
が
運
営
す
る
配
送
セ
ン
タ
ー

で
、
流
通
サ
ー
ビ
ス
は
２
０
１
２
年

か
ら
宅
配
業
務
を
受
託
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
業
務
を
話
す
の
は
所
長
を

務
め
る
小
川
裕
司
さ
ん
だ
。

「
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
の
受
託
は
、
ト

ラ
ッ
ク
15
台
の
稼
働
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
信
頼
を
得
て
い
く

中
で
稼
働
台
数
が
増
え
、
現
在
は
多

い
日
で
38
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
宅
配
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
エ
リ
ア

は
川
越
市
と
そ
の
周
辺
の
市
や
町
で
、

1
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
き
60
〜
70
軒
、

ト
ー
タ
ル
で
毎
日
約
２
３
０
０
軒
に

宅
配
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

週
に
１
回
の
宅
配
な
の
で
、受
け
持
っ

て
い
る
組
合
員
様
は
約
１
万
２
０
０

０
軒
に
な
り
ま
す
」
と
小
川
さ
ん
。

し
た
り
も
し
ま
す
」

　

こ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
が
互
い
を

気
遣
い
、
協
力
し
合
う
雰
囲
気
は
荷

捌
き
場
の
積
み
込
み
作
業
で
も
感
じ

ら
れ
る
。
積
み
込
み
作
業
は
前
夜
に

別
の
場
所
に
あ
る
セ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

か
ら
運
び
込
ま
れ
た
配
達
品
の
中
か

ら
、
そ
の
日
、
自
分
が
担
当
す
る
組

合
員
様
の
配
達
分
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
取
り
出
し
や
す
い
順
番
を
考
え

な
が
ら
荷
台
に
積
み
込
む
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
配
達
す
る
品
物
の
保
管
用

の
温
度
帯
は
冷
凍
、
冷
蔵
、
常
温
、

青
果
（
野
菜
類
）
の
４
つ
に
分
か
れ

る
。
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、
保
冷
剤
を
使

い
分
け
な
が
ら
、
手
際
よ
く
荷
台
に

収
め
る
。
積
み
込
み
が
早
め
に
終

わ
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
他
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
手
伝
い
に
行
っ
た
り
す
る
。

「
多
い
時
は
80
軒
ほ
ど
を
ま
わ
る
日

が
あ
り
ま
す
。
配
達
品
も
生
鮮
品
や

青
果
、
飲
料
な
ど
の
食
料
品
か
ら
、

時
に
は
長
柄
の
ホ
ウ
キ
、
洗
濯
物
ハ

ン
ガ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
季
節

の
気
温
に
合
わ
せ
て
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

や
保
冷
剤
の
入
れ
方
、
量
の
調
整
が

必
要
で
す
。
常
温
品
や
青
果
は
冷
え

す
ぎ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
保
冷
車

は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
新
人
の
う

ち
は
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
大
変
な

拠
点
の
同
床
化
が
で
き
た
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
物
流
で
培
わ
れ
た
効
率

化
や
品
質
管
理
の
手
法
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ー
ド
で
実
施
さ
れ
て
い
る

『
Ｖ
Ｃ（Value Change &

 Creation

）

活
動
』
を
知
り
、
昨
年
は
６
人
の
役

員
が
分
担
し
て
全
国
の
営
業
所
な
ど

を
ま
わ
り
、
５
０
０
０
人
の
従
業
員

と
対
話
で
き
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し

た
。
課
題
が
見
え
た
り
、
提
案
を
受

け
た
り
し
て
、
と
て
も
い
い
機
会
に

　

稼
働
台
数
が
増
え
た
た
め
、
現
在

は
朝
の
出
庫
を
２
回
に
分
け
て
い
る
。

「
早
朝
組
は
６
時
半
に
出
勤
し
、
自

分
が
担
当
す
る
ト
ラ
ッ
ク
に
そ
の
日

の
配
達
品
を
積
み
込
み
、
点
呼
を
受

け
て
、
７
時
半
に
は
出
庫
で
き
る
状

態
に
な
り
ま
す
。
次
の
組
は
7
時
半

出
勤
で
同
様
に
積
み
込
み
、
点
呼
後
、

９
時
ま
で
に
は
全
車
が
出
庫
し
ま
す
。

７
時
半
の
早
朝
組
と
次
の
組
が
入
れ

替
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
全
員
が
集
ま

り
、
15
分
ほ
ど
の
朝
礼
を
行
い
ま
す
」

作
業
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
時
は
７
人
い
る
リ
ー
ダ
ー
や
、

先
輩
た
ち
が
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
」
と

小
川
さ
ん
は
話
す
。

　

積
み
込
み
作
業
中
、
ひ
と
き
わ
元

気
な
声
で
確
認
や
手
伝
い
な
ど
の
声

が
け
を
し
て
い
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
南
成な

る

輝き

さ
ん
だ
。

　
南
さ
ん
は
２
０
２
２
年
、流
通
サ
ー

　

朝
礼
で
は
パ
ル
シ
ス
テ
ム
の
お
す

す
め
商
品
の
確
認
や
日
々
の
注
意
事

項
、
そ
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
寄

せ
ら
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
感
謝
の

言
葉
、
要
望
な
ど
を
共
有
す
る
。

「
こ
の
朝
礼
は
全
員
が
顔
を
合
わ
せ

ら
れ
る
唯
一
の
時
間
な
の
で
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
日
が
従
業
員
の

子
ど
も
の
誕
生
日
だ
っ
た
り
す
る
と
、

そ
の
従
業
員
が
早
め
に
帰
宅
を
し
て

家
庭
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
『
み

ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
！
』
と
話

ビ
ス
に
入
社
し
、
川
越
セ
ン
タ
ー
配

属
と
な
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
職
に
就
き
、

２
０
２
４
年
か
ら
リ
ー
ダ
ー
に
昇
進

し
た
。

「
以
前
は
保
険
会
社
の
営
業
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
転
職
し
て
き
ま
し

た
。
車
の
運
転
と
人
と
話
す
こ
と
が

好
き
な
の
で
、
そ
の
両
方
を
叶
え
ら

れ
る
仕
事
を
探
し
て
い
て
流
通
サ
ー

ビ
ス
を
知
り
ま
し
た
」
と
入
社
の
経

緯
を
話
す
。

「
こ
こ
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

従
業
員
同
士
が
助
け
合
え
る

楽
し
く
、働
き
や
す
い

職
場
に
し
て
い
き
た
い

朝
礼
を
大
切
に

み
ん
な
で
協
力
す
る
職
場

パルシステム川越センターで朝の積み込みが
終わり、出発前に行われるドライバーへの点呼。
アルコール呼気のチェックのほか、その日の健
康面やトラックの状態などの質問をドライバー
一人ひとりに行う。
右／アルコール呼気チェックの様子。

冷凍品、冷蔵品の梱包。保冷剤は冷凍用、冷蔵
用の2種類があり、冷凍品にはドライアイスが使
われる。その日の気温のほか、配達先の状況、配
達の順番など、適切に届けるために考慮しながら
作業している。

暮
ら
し
を
支
え
る

大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

朝、パルシステム川越センターの荷捌き場で
行われていた出発前の積み込み。まずはそ
れぞれのトラックのドライバーがその日、配達
するルートと組合員様宅を確認し、冷凍庫や
保冷庫から取り出した配達品を積み込んで
いく。配達には保冷ができる発泡スチロール
箱、常温用の折り畳みコンテナが使われる。

おがわ ゆうじ●流通サービスには2014年入社。東松山センタ
ーでの勤務を経て、2018年、パルシステム川越センターに異
動。2024年に副所長、2026年4月に所長に就任した。

小川 裕司
（株）流通サービス パルシステム川越センター 所長
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地域との関わりを大切に、プライドを持って配達を行う
　2012年から個人宅配の受託業務が
始まった流通サービス パルシステム川越
センター。担当エリアは川越市を中心に
周辺6市1町に広がる。「駅前の開発さ
れた街区もあれば、昔ながらの細い道の
住宅街、大型連休には歩行者天国にな
る観光地など、さまざまなエリアがありま
す」と所長の小川 裕司さんは話す。
 「それぞれのドライバーが日々、この地域
の道を走らせていただいています。道端
で転倒されている高齢者がいたりしたら、
ドライバーは真っ先に降りて救助します。
センター周辺の清掃活動も行っています。
それが私たちの地域との関わり方です」
と続けて教えてくれた。

　配達先でも幼い子どもがいる世帯では
音を出さないようにしたり、帰宅が遅くな
る共働き世帯の置き配には保冷剤を増
やすなど、こまやかな配慮をドライバーが

行っている。「それぞれがプライドを持ち、
自分が荷主様にとっての顔になって相対
していることを意識して配達しています」
と小川さんは語った。

（株）流通サービス パルシステム川越センター

DATA

従業員のみなさん。42名の従業員
のうち5名が女性ドライバーだ。また、
年齢層も幅広く19歳の従業員から
50歳代の従業員が活躍している。

住所

電話

従業員数

埼玉県川越市石田60-1

049-229-2721

42名

娘
が
生
ま
れ
、
今
は
3
歳
で
す
。
生

協
宅
配
の
仕
事
の
魅
力
は
土
・
日
曜

が
休
み
に
な
る
こ
と
で
す
。
週
末
は

娘
と
遊
べ
ま
す
。物
流
の
ド
ラ
イ
バ
ー

職
で
土
日
が
必
ず
休
み
と
い
う
の
は

珍
し
く
、
こ
の
土
日
休
み
に
惹
か
れ

て
入
社
す
る
方
も
多
い
で
す
よ
」

　

異
業
種
か
ら
の
転
職
で
、
最
初
は

覚
え
る
こ
と
が
多
く
大
変
だ
っ
た
が
、

リ
ー
ダ
ー
や
先
輩
の
ト
ラ
ッ
ク
に
同

乗
す
る
研
修
で
慣
れ
て
い
っ
た
。

「
一
人
で
配
達
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

配
達
先
の
組
合
員
様
や
地
域
の
方
に

顔
を
覚
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
配
達
先
の
団
地
で
『
お

茶
会
』
に
招
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

　

そ
の
配
達
先
は
高
齢
者
世
帯
、
共

働
き
世
帯
、
子
育
て
世
帯
、
一
人
暮

ら
し
世
帯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

「
こ
の
仕
事
に
就
き
、
地
域
の
生
活

者
で
あ
る
組
合
員
様
と
毎
日
会
う
中

で
、
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
も
の
を
運

ぶ
、
大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
高

齢
で
買
い
物
に
出
掛
け
る
こ
と
が
難

し
い
方
が
増
え
て
い
る
の
も
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
々
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
日
々
の

仕
事
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
」

　

南
さ
ん
は
生
協
宅
配
の
仕
事
で
得

ら
れ
た
や
り
が
い
や
気
付
き
を
そ
ん

な
ふ
う
に
語
っ
て
い
た
。

配達中の南さん。不在、在宅
の組合員様の割合は半々。在
宅の場合は配達品を確認して
いただき、手渡す。不在のお宅
でも「パルシステムの南です」
と声がけをして配達品を置く。

みなみ なるき●2022年入社。週末は必ず休日となるので、今は3歳の娘がはまっている「電車」と「歩道
橋」を見る散歩に一緒に出掛けている。

南 成輝
（株）流通サービス パルシステム川越センター リーダー

菓子屋横丁菓子屋横丁

時の鐘時の鐘

りそな りそな 
コエドテラスコエドテラス

川越八幡宮川越八幡宮

川越城川越城
本丸御殿本丸御殿

川越八幡宮

時の鐘

りそな コエドテラス

菓子屋横丁

Travel Spot in Kawagoe

川越城は長禄元（1457）年、上杉 持朝の命により、家臣の太田 道
真・道灌親子が築いたとされる。江戸時代には江戸の北の守りとして
重要視され、代々幕府の重臣が城主となった。本丸御殿の一部が現
存し、一般公開されている。開館時間は9：00〜17：00（入館は16：30
まで）、入館料は一般100円、高校・大学生50円、中学生以下無料。
毎週月曜（休日の場合は翌日）、第4金曜（休日は除く）、年末年始は
休館。
○住 埼玉県川越市郭町2-13-1

「小江戸」と称される川越を代表する観光ス
ポット、川越一番街商店街。明治時代の川
越大火後、耐火に優れた蔵造りの商家が
建ち並ぶようになり、その町並みが今に残る。
電線の地中化により黒漆喰磨き仕上げの
壁と立派な屋根が特徴の蔵の魅力が一層
引き立ち、国の重要伝統的建造物群保存
地区に選定されている。商店街の加盟店は
100店舗以上。「食べる」「買う」「観る」など
で江戸情緒を満喫できる。
○住 埼玉県川越市幸町

まもなく創建1000年を迎える川
越八幡宮は、長元3（1030）年に
甲斐守源 頼信によって創始され
た。平忠常が起こした長元の乱

（1028〜1031年）において、源
頼信がこの地で必勝祈願を行い、
乱を平定。その御神威に感謝して
創建されたと伝わる。勝負事の神
様として受験生やスポーツ選手か
らの必勝祈願も多い。境内には、
ご神木である夫婦イチョウ、足腰
健康にご利益がある相撲稲荷も
ある。
○住 埼玉県川越市南通町19-3

時の鐘は江戸時代初期の寛永4
（1627）年〜同11（1634）年の間
に川越城主・酒井 忠勝が城下の多
賀町（現在の幸町）に建てたものが
最初とされる。その鐘の音は暮らしに
欠かせない「時」を告げる役割を担っ
てきた。現在の鐘楼は、明治26

（1893）年に起きた川越大火の翌
年に再建されたもの。1日4回響く鐘
の音は、1996年に環境省の「残し
たい“日本の音風景100選”」に選定
された。
○住 埼玉県川越市幸町15-7

川越一番街商店街にある、洋風建築の3階建て建物がりそな コエ
ドテラス。大正7（1918）年に第八十五銀行本店として建てられた
ルネサンス様式の建物で、2024年に地域の魅力を発信する新たな
複合施設となった。地元の食材を活かしたレストランやカフェ、川越
の土産物が並ぶショップ、コワーキングスペースなどが融合。歴史を
感じる空間で食事や買い物を楽しめる。
○住 埼玉県川越市幸町4-1

石畳の路地に約30軒の菓子屋が軒を
並べるノスタルジックな横丁。もともと江
戸時代末期から江戸っ子に向けた菓子
を製 造する店があったが 、大 正 1 2

（1923）年の関東大震災で大きな被害
を受けた東京に代わり、この地が駄菓子
の製造・供給の一大拠点となっていった。
昭和初期には70軒ほど軒を連ねた。昔
ながらの飴菓子やふ菓子、団子などが並
ぶほか、今風のスイーツやうなぎ料理も味
わえる。
○住 埼玉県川越市元町2丁目

川越城本丸御殿

蔵造りの町並み
川越一番街商店街

名物さつ
まいもの

スイーツ
やうなぎ

、

なつかし
い菓子も

味わえる
！

川越
マップ

0809
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広
報
誌「
わ
だ
ち
」は「
和
達
」と
い
う
漢
字
を
あ
て
た
名
前
が
由
来
で
す

こ
の「
達
」に
ち
な
ん
で
各
分
野
の
達
人
の
声
を
ノ
オ
ト
に
記
し
て
い
き
ま
す

と
ん
だ
ば
や
し 

ロ
ン
ゲ
さ
ん

漫
画
家 ミ

ス
テ
リ
ア
ス
で

「
小
心
者
」の

ギ
ャ
グ
漫
画
家

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
現
場
に「
仮
面
」を
持
っ
て
現

れ
た
の
は
漫
画
家
の
と
ん
だ
ば
や
し
ロ
ン
ゲ

さ
ん
。顔
を
出
す
の
は「
恥
ず
か
し
い
」と
、仮

面
で
の
登
場
だ
。デ
ビ
ュ
ー
以
来
、ギ
ャ
グ
漫
画

一
筋
で
活
躍
し
、子
ど
も
向
け
ニ
ュ
ー
ス
月
刊

誌
で
持
つ
連
載
は
ま
も
な
く
１
５
０
話
を
迎
え

る
。小
学
生
も
宇
宙
人
も
モ
ン
ス
タ
ー
も
、ご

ち
ゃ
混
ぜ
で
登
場
す
る
時
事
ギ
ャ
グ
漫
画
の
作

家
の
イ
メ
ー
ジ
は「
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
ほ
う
が

い
い
」と
い
う
思
い
も
仮
面
に
込
め
ら
れ
て
い

る
。小
学
生
の
頃
か
ら
漫
画
を
描
き
続
け
て
き

た
と
ん
だ
ば
や
し
ロ
ン
ゲ
さ
ん
に
漫
画
へ
の

思
い
を
聞
い
た
。

だ
れ
鶏
と
は
、
や
み
つ
き
に
な

る
お
い
し
さ
か
ら
「
思
い
出
す

だ
け
で
も
よ
だ
れ
が
出
る
」
と
い
う
意

味
で
名
付
け
ら
れ
た
四
川
料
理
。
日
本

で
も
大
変
人
気
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

茹
で
た
り
蒸
し
た
り
し
た
鶏
に
、
本
場

で
は
唐
辛
子
の
辛
味
や
花
山
椒
の
痺
れ

る
よ
う
な
刺
激
の
あ
る
た
れ
を
か
け
ま

す
が
、
日
本
で
は
辛
味
は
控
え
め
に
、

ご
ま
な
ど
で
マ
イ
ル
ド
に
仕
上
げ
る
方

が
一
般
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

火
を
入
れ
た
鶏
肉
に
た
れ
を
か
け
る

だ
け
で
作
り
方
は
い
た
っ
て
簡
単
。
電

子
レ
ン
ジ
を
使
え
ば
粗
熱
を
取
る
時
間

を
入
れ
て
も
30
分
程
度
で
完
成
し
ま
す
。

鶏
の
む
ね
肉
や
さ
さ
み
は
他
の
部
位
に

比
べ
て
脂
肪
分
が
少
な
く
ヘ
ル
シ
ー
で

す
が
、
火
を
入
れ
す
ぎ
る
と
パ
サ
つ
い

た
食
感
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

を
防
ぐ
魔
法
の
ひ
と
さ
じ
が
砂
糖
。
糖

分
に
は
水
分
を
保
持
す
る
性
質
が
あ
り
、

肉
の
タ
ン
パ
ク
質
に
絡
ま
っ
て
水
分
と

結
び
つ
く
と
加
熱
し
て
も
肉
が
固
く
な

る
こ
と
を
防
い
で
く
れ
る
の
で
す
。
ま

た
、
料
理
酒
に
は
糖
分
だ
け
で
な
く
ア

ミ
ノ
酸
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
う
ま
味

を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

生
焼
け
の
鶏
肉
は
食
中
毒
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
中
心
部
ま
で

火
が
通
っ
て
い
る
こ
と
が
必
須
。
電
子

レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
場
合
、
表
、
裏
と

２
回
に
分
け
る
と
ム
ラ
な
く
熱
が
入
り

安
心
で
す
。
加
熱
後
も
じ
わ
じ
わ
火
が

入
っ
て
い
く
の
で
10
〜
15
分
そ
の
ま
ま

置
き
、
粗
熱
が
取
れ
た
ら
切
っ
て
確
認

を
。
中
心
部
に
ピ
ン
ク
色
が
残
っ
て
い

た
ら
追
加
加
熱
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
れ
の
レ
シ
ピ
は
や
や
甘
め
に
し
て

い
ま
す
の
で
ラ
ー
油
の
量
を
増
や
し
た

り
、
唐
辛
子
や
花
山
椒
を
加
え
た
り
、

好
み
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
を
。
レ
タ

ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
マ
ト
、
ね
ぎ
な
ど

が
冷
蔵
庫
に
あ
れ
ば
、
彩
り
よ
く
盛
り

付
け
て
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
ち

な
み
に
こ
の
た
れ
は
冷
し
ゃ
ぶ
や
冷
奴

に
も
合
い
ま
す
し
、
唐
揚
げ
に
絡
め
な

が
ら
フ
ラ
イ
パ
ン
で
軽
く
温
め
る
と
韓

国
の
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
チ
キ
ン
風
に
も
な
る

の
で
、
い
ろ
い
ろ
お
試
し
を
！

暑
い
夏
に
も
火
を
使
わ
ず

レ
ン
ジ
で
パ
パ
ッ
と
作
れ
る
！

 

し
っ
と
り
よ
だ
れ
鶏

材料
【鶏肉の下ごしらえ用】
●鶏むね肉　１枚（約200g）
●料理酒　大さじ１
●砂糖　小さじ１

【たれ用】
●醤油　大さじ１
●酢　大さじ１
●砂糖　大さじ１
●ラー油　小さじ１

（※辛味が苦手な場合はごま油でも可）
●おろしにんにく　小さじ１
●長ネギみじん切り　1/4本分
●炒りごま　大さじ１（なくてもよい）

作り方
❶鶏むね肉をフォークなどで刺し、数か所穴をあける
❷①をトレーなどにのせ、下ごしらえ用の料理酒と砂糖をま
ぶしてなじませる
❸耐熱皿に②をのせ、ふんわりとラップをかけて電子レンジ
で３〜４分加熱する
❹③を電子レンジから一度取り出し、鶏肉を裏返して再度
電子レンジで３〜４分加熱する
❺④を取り出し、粗熱が取れるまで10〜15分置いておく
❻⑤を1㎝幅にカットする
❼ボウルにたれ用の材料をすべて合わせて混ぜ合わせる
❽⑥を皿に移し、⑦のたれをかけて完成
※加熱時間は電子レンジ600Wの場合を想定

よ

お
つ
ま
み
に
も
最
適
な
甘
辛
味
の「
よ
だ
れ
鶏
」の
作
り
方
を

紹
介
し
ま
す
。脂
肪
分
が
少
な
い
鶏
む
ね
肉
を
使
う
の
で

さ
っ
ぱ
り
ヘ
ル
シ
ー
な
仕
上
が
り
に
。

失
敗
な
く
し
っ
と
り
仕
上
が
る
コ
ツ
も
伝
授
し
ま
す
！

2vol.

ロジスティードグループ保養所
サン・アンド・サン荘 伊豆高原

料理人が教える

ビールのお供に！

時  短時  短
レシピ

サン・アンド・サン荘 伊豆高原
〒413-0234 静岡県伊東市池893-76
☎0557-55-2001
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か
け
に
漫
画
誌
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

「
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
は
順
調
だ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
後
は
ま
っ
た
く
ダ
メ
で
、

連
載
を
持
っ
て
も
短
期
で
打
ち
切
り
に

な
っ
た
り
、
マ
イ
ナ
ー
系
の
『
原
稿
料

が
出
な
い
』
雑
誌
で
の
読
み
切
り
だ
っ

た
り
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
僕
は
商
業
的
で
は
な
い
突
飛
な
作

風
だ
っ
た
の
で
、
大
幅
な
作
風
の
変
更

が
必
要
に
な
っ
た
か
ら
で
す
」

　

そ
ん
な
中
、
そ
の
作
風
を
「
お
も
し

ろ
い
」
と
声
を
掛
け
て
き
て
く
れ
た
の

が
、
通
信
教
育
の
「
進
研
ゼ
ミ
」
担
当

者
だ
っ
た
。

「
通
信
教
育
の
教
材
の
中
で
、
勉
強
法

の
紹
介
な
ど
を
楽
し
い
ギ
ャ
グ
漫
画
で

描
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
は
そ
の
後
、
20
年
以
上
続
き

ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
18
禁
の
ア
ダ
ル

ト
系
雑
誌
で
も
ギ
ャ
グ
漫
画
の
連
載
を

持
っ
た
り
し
て
、
そ
の
振
り
幅
の
大
き

さ
が
自
分
で
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
」

　

ま
た
「
進
研
ゼ
ミ
」
で
の
ギ
ャ
グ
漫

画
を
見
た
「
月
刊N

ew
s

が
わ
か
る
」
の

編
集
者
か
ら
も
声
が
掛
か
り
、「N

ew
s

が

わ
か
ら
ん
!!
」
の
連
載
が
始
ま
っ
た
。

「
メ
イ
ン
の
読
者
層
は
小
学
生
～
中
学

生
で
す
。
中
学
受
験
を
控
え
た
子
ど
も

が
読
ん
だ
り
す
る
雑
誌
な
の
で
、
も
の

す
ご
く
頭
の
い
い
子
ど
も
も
読
ん
で
い

ま
す
。
ど
こ
ま
で
笑
い
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
べ
き
な
の
か
、
ひ
ね
り
を
利
か

せ
た
ギ
ャ
グ
で
も
感
じ
取
っ
て
く
れ
る

の
か
、
い
つ
も
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
小
学
５
年
生
だ
っ
た
頃

の
自
分
が
そ
の
ギ
ャ
グ
で
笑
え
る
か
ど

う
か
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
」

　

毎
話
の
テ
ー
マ
は
編

集
者
か
ら
提
示
さ
れ
る
。

２
０
２
６
年
の
テ
ー
マ

だ
と
「
シ
ー
ル
交
換
」

「
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
）
の
放
映
権
」

な
ど
だ
。

「
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
に
対
し
、
ギ
ャ
グ

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

小
学
生YouTuber

の

『
学
校
あ
る
あ
る
』

動
画
を
観
て
今
の
流

行
を
把
握
し
た
り
、

自
分
が
小
学
生
だ
っ

た
頃
の
こ
と
を
思
い

出
し
、
そ
う
い
え
ば

今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
り
し
ま
す
」

　

そ
し
て
考
え
抜
い
た
ギ
ャ
グ
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
、
４
ペ
ー
ジ
の
ネ
ー
ム
（
下

描
き
）
に
し
て
編
集
者
に
見
て
も
ら
い
、

Ｏ
Ｋ
が
出
れ
ば
、
作
画
に
と
り
か
か
る
。

１
話
を
仕
上
げ
る
の
に
か
か
る
日
数
は

10
日
ほ
ど
。「
４
ペ
ー
ジ
に
日
数
か
け
す

ぎ
で
す
（
笑
）」

　

さ
ら
に
特
別
編
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
の
仕
事
紹
介
を
描
く
こ
と
も
あ
る
。

「
物
流
業
界
を
紹
介
す
る
た
め
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ー
ド
の
仕
事
を
4
回
に
分
け
て

描
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ー
ド
の
担
当
者
さ
ん
か
ら
プ
ロ
ッ

とんだばやし ろんげ●大阪府出身。物心ついた頃から絵を描くことが好きで、小学3年生の頃からは自由帳にコマを割って漫画を描いていた。小学館新人コミック大賞
での受賞を経て1998年頃、漫画誌「ビッグコミックスピリッツ」（小学館）でデビュー。本人は「打ち切り作ばかりで代表作は特になし」と自虐するが、「答えは３つ」「ぼ
くはツアコン ぼくはツアーコンダクター」（共に小学館）、「続いての神様どうぞ」（青林工藝舎）などがある。2014年から「月刊Newsがわかる」（毎日新聞出版）で

「Newsがわからん!!」を連載。同誌が発行する特別編のムック本（「半導体がわかる2026」「大関和がわかる」「物流がわかる」など）でも漫画を描く。2026年2月に刊行
された絵本「Yes! 左きき」（JTBパブリッシング）では作画を担当している。今夏から育児漫画の連載がWEB漫画雑誌にてスタート。

ト
を
い
た
だ
き
、
そ
こ
に
ギ
ャ
グ
を
入

れ
て
い
き
ま
し
た
。
登
場
人
物
に
ヒ
ョ

ウ
柄
の
パ
ン
ツ
を
履
か
せ
て
登
場
し
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
許

し
て
い
た
だ
き
安
心
し
ま
し
た
（
笑
）」

　

自
身
の
こ
と
を
「
小
心
者
で
、
明
る

い
性
格
で
は
な
く
、
ギ
ャ
グ
を
考
え
る

時
は
ス
イ
ッ
チ
を
思
い
っ
き
り
切
り
替

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
言
う
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
一
途
に
描
い
て
き
た
漫
画
へ

の
思
い
に
つ
い
て
は
「
今
と
な
っ
て
は

意
地
で
続
け
て
い
る
感
じ
で
す
。
マ
ラ

ソ
ン
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

立
ち
止
ま
っ
た
り
す
る
と
後
悔
し
そ
う

だ
か
ら
、
走
り
は
無
理
で
も
歩
き
で
続

け
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
そ
う
や
っ
て
、

読
者
に
と
っ
て
息
抜
き
に
な
る
よ
う
な
、

笑
え
る
漫
画
を
描
き
続
け
て
い
る
。 「月刊Newsがわかる」特別編として4回連載した

「ロジスティードがわからん」を1冊にした冊子。

通
信
教
育
の
教
材
の
中
で

ギ
ャ
グ
漫
画
を
長
期
連
載

物
流
業
界
の
仕
事
も

笑
い
を
交
え
て
紹
介

　

漫
画
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
28
年

の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
と
ん
だ
ば
や
し

ロ
ン
ゲ
さ
ん
。
小
・
中
学
生
の
子
ど
も

向
け
ニ
ュ
ー
ス
誌
「
月
刊N

ew
s

が
わ
か

る
」（
毎
日
新
聞
出
版
）
で
は
「N

ew
s

が

わ
か
ら
ん
!!
」
と
い
う
、
そ
の
時
の
流

行
や
時
事
ネ
タ
を
絡
め
た
ギ
ャ
グ
漫
画

を
２
０
１
４
年
か
ら
連
載
中
だ
。

　

こ
の
連
載
、
ペ
ー
ジ
数
は
4
ペ
ー
ジ

だ
が
、
描
か
れ
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
コ
マ

に
ギ
ャ
グ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

１
ペ
ー
ジ
に
つ
き
7
〜
8
コ
マ
で
描
か

れ
、
毎
話
、
計
30
ほ
ど
の
ギ
ャ
グ
が
展

開
さ
れ
る
。
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
い

の
熱
量
に
圧
倒
さ
れ
る
漫
画
だ
。

「
絵
を
描
き
始
め
た
の
は
2
歳
か
3
歳

の
頃
。
白
紙
に
コ
マ
を
割
っ
て
描
く
、

い
わ
ゆ
る
『
漫
画
』
を
描
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
小
学
3
年
の
頃
か
ら
で
す
。

当
時
は
（
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
で
連
載

さ
れ
て
い
た
）『
キ
ン
肉
マ
ン
』
が
大

ブ
ー
ム
の
頃
で
、
そ
の
キ
ン
肉
マ
ン
を

真
似
し
た
よ
う
な
バ
ト
ル
漫
画
や
ギ
ャ

グ
漫
画
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
同
級
生

を
漫
画
に
登
場
さ
せ
る
と
、
み
ん
な
に

受
け
る
ん
で
す
。『
次
は
俺
が
読
む
』
と

か
言
っ
て
、
ク
ラ
ス
の
中
で
回
し
読
み

さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
、
振
り
返
る
。

　

こ
の
頃
に
住
ん
で
い
た
の
は
大
阪

だ
っ
た
。
土
曜
の
昼
に
下
校
す
る
と
テ

レ
ビ
で
「
よ
し
も
と
新
喜
劇
」が
放
送
さ

れ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
そ

れ
を
観
て
い
た
土
地
柄
、
時
代
だ
っ
た
。

「
学
校
で
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
言
う

や
つ
が
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
上
に
行
く
わ

け
で
す
。
絵
が
う
ま
い
と
か
、
漫
画
を

描
く
奴
は
『
陰
キ
ャ
』
に
見
ら
れ
が
ち
。

自
分
が
描
い
た
漫
画
を
読
ん
で
も
ら
っ

て
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
人
気
者
に
な

れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
放
課
後

は
友
達
と
外
で
遊
ん
だ
り
し
て
、
漫
画

は
夜
に
描
い
て
い
ま
し
た
」

　

中
学
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し

な
が
ら
、
夜
に
漫
画
を
描
い
た
。
こ
の

頃
に
描
い
て
い
た
の
は
ギ
ャ
グ
漫
画
。

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
か
っ
こ
い
い
こ
と

を
言
う
漫
画
は
恥
ず
か
し
く
て
描
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
今
も
同
じ
で
、

シ
リ
ア
ス
な
漫
画
も
泣
け
る
漫
画
も
描

け
ま
せ
ん
。
自
分
の
中
に
『
照
れ
』
が

あ
る
の
で
す
。
小
学
生
の
男
子
が
写
真

を
撮
ら
れ
る
時
、
変
な
顔
を
す
る
の
は

照
れ
く
さ
さ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、

僕
が
ギ
ャ
グ
漫
画
し
か
描
け
な
い
の
は

そ
れ
と
同
じ
で
す
」

　

中
学
卒
業
後
は
東
京
に
出
て
、
漫
画

家
に
な
ろ
う
と
し
た
が
、
親
の
反
対
で

地
元
の
高
校
に
進
学
。
そ
の
後
高
校
２

年
の
時
、
少
年
ジ
ャ
ン
プ
の
漫
画
賞
に

規
定
の
31
ペ
ー
ジ
の
漫
画
を
描
き
、
応

募
し
た
。「
す
る
と
編
集
者
か
ら
連
絡
が

あ
り
、
賞
は
取
れ
な
か
っ
た
が
担
当
に

は
就
き
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

そ
の
あ
た
り
か
ら
親
も
認
め
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

高
校
卒
業
後
、
上
京
。
ゲ
ー
ム
会
社

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
制
作
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
漫
画
を
描
き
続
け
た
。
20

代
の
始
め
の
頃
、
小
学
館
の
漫
画
誌
の

新
人
コ
ミ
ッ
ク
大
賞
で
の
受
賞
を
き
っ

コロナ禍の時に漫画の着色はデジタル化し、パソコンなどで行うようにした。「それまではすべてアナログで行っていたので
すが、そうすると原稿の入稿作業のために編集担当の方が出社しなくてはいけないのです。最後の工程をデジタル化すれば、
自宅作業が可能になるためようやくデジタルを導入しました」と話す。

上／漫画の1コマ1コマに込めるギャグのアイデアを下描きする
とんだばやし ロンゲさん。このペンネームはデビューした頃の一
時期、一緒に漫画を描いていた同級生が考えてくれたもの。

「語呂の良さで『とんだばやし』というコンビ名となり、私がロン
毛だったのでロンゲが付きました」とのことだ。下／下絵の原稿
や愛用のペン。

照
れ
く
さ
さ
で

か
っ
こ
い
い
漫
画
は
描
け
な
い
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新
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
る
。

　

キ
ム
ニ
ャ
ン
さ
ん
の
息
抜
き
は
、

陸
上
部
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
あ
り
、

同
じ
く
ケ
ニ
ア
出
身
で
あ
る
ギ
デ
オ

ン
ロ
ノ
さ
ん
と
の
お
し
ゃ
べ
り
だ
。

「
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
や
、
ケ
ニ

ア
時
代
の
陸
上
競
技
の
こ
と
な
ど
を

話
し
て
い
ま
す
」。
昼
食
や
夕
食
も

一
緒
に
食
べ
る
こ
と
が
多
く
、ケ
ニ

ア
人
の
主
食
の
ウ
ガ
リ
や
、
そ
の
お

か
ず
の
野
菜
料
理
を
一
緒
に
作
っ
た

り
も
す
る
。

　

ま
た
、
キ
ム
ニ
ャ
ン
さ
ん
に
は
ケ

ニ
ア
で
暮
ら
す
両
親
と
４
人
の
姉
妹
、

１
人
の
弟
が
い
る
。
母
親
か
ら
は
よ

く
ビ
デ
オ
通
話
で
の
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
。
キ
ム
ニ
ャ
ン
さ
ん
か
ら
も

週
に
1
回
は
電
話
を
し
、
日
々
の
暮

ら
し
の
こ
と
や
練
習
の
こ
と
な
ど
を

話
す
そ
う
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
マ

ラ
ソ
ン
に
も
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
だ
。

そ
の
先
の
未
来
で
は
プ
ロ
の
陸
上
コ

ー
チ
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

「
ま
だ
先
の
こ
と
で
す
が
、
現
役
引

退
後
は
ケ
ニ
ア
に
戻
り
、
プ
ロ
の
陸

上
コ
ー
チ
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
。

若
い
世
代
を
育
て
て
、
才
能
を
持
つ

選
手
を
日
本
に
送
り
出
せ
た
ら
と
思

い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

Richard Kimunyan●1998年生
まれ、ケニア出身。2015年、
コロンビアで開催された世界
ユース陸上競技選手権大会
の3000mで優勝。キロボンボ
ーイズ ハイスクールを卒業後、
2017年に来日しロジスティー
ド陸上部入部。

リ
チ
ャ
ー
ド 

キ
ム
ニ
ャ
ン

ロジスティード陸上部
選手たちの

ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
陸
上
部
に
所

属
し
て
10
年
目
に
な
る
リ
チ

ャ
ー
ド
キ
ム
ニ
ャ
ン
さ
ん
は
ケ
ニ

ア
出
身
の
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
だ
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
の
は
ケ
ニ
ア
西
部

の
バ
リ
ン
ゴ
郡
に
あ
る
町
。「
農
場
し

か
な
い
よ
う
な
田
舎
の
町
で
す
」
と

キ
ム
ニ
ャ
ン
さ
ん
は
話
す
。
通
っ
て

い
た
小
学
校
は
丘
の
上
に
あ
り
、
家

か
ら
は
３
キ
ロ
ほ
ど
の
道
の
り
だ
っ

た
。「
昼
食
は
自
宅
に
帰
っ
て
食
べ
る

の
で
、
１
日
２
往
復
し
て
い
ま
し
た
。

合
計
12
キ
ロ
で
す
。
丘
の
上
ま
で
の

登
校
は
大
変
で
し
た
が
、
走
る
楽
し

さ
を
こ
の
時
に
感
じ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」

　

小
学
生
の
時
か
ら
足
の
速
さ
が
認

め
ら
れ
、
高
校
か
ら
本
格
的
に
陸
上

を
始
め
た
。
17
歳
の
時
に
世
界
ユ
ー

ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
の
３
０
０

０
ｍ
で
優
勝
。
来
日
後
は
１
０
０
０

０
ｍ
の
国
内
レ
ー
ス
最
高
記
録
を
更

ロ
ON

OFF
とと

vol.10

「小学生の時、先生に
  『君には走る才能がある』
  と褒めてもらいました」
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Q

Q

日本の食べ物で好きなものは？

応援してくださる方々にメッセージを！

A

A

ファミレスのチキンステーキや鶏の
唐揚げなどが好きです。牛丼も好
きです。寮の近くにあるのは吉野
家で、時々食べます。コンビニで
おにぎりを買って昼食にすることも
あるのですが、具は鮭を選ぶこと
が多いです。

みなさんの励ましがいつも力になっています。これから
も応援をお願いします。レースの時の沿道からの応援
では、「ngangana（ガガナ）！」と言って励ましてくれると
うれしいです。日本語で「ガンバレ！」という意味のスワ
ヒリ語です。

0

6:00

5:50

7:00

11:0012:0013:00

19:00

23:00

3000m

5000m

10000m

ハーフマラソン

マラソン

7分44秒19

12分59秒44

26分54秒76

59分37秒

2時間07分36秒

5：30に起床し、5：50から始まる陸上部ミーティングに参加。朝練として12kmを1時間ほど
でランニング。その後、朝食代わりの甘いミルクティーを飲み、休憩。競技場へ移動して
強度の高い午前練習を行い、午後はボディメンテナンスや自主トレーニングの時間となる。
夕食はロノさんと一緒に近くのファミレスで食べることが多い。

2022年10月に10000m
で日本体育大学長距離競
技会へ出場し26分54秒
76のタイムを記録した。こ
の記録は未だ破られてい
ない日本国内レース最高
記録だ。マラソンの記録
は今 年 3月に開 催された
東京マラソンでのタイム。

就寝

ミーティング
朝練習

（12kmランニング）

休憩／
軽い朝食

競技場で午前練習
（インターバルトレーニングなど）

昼食／昼食／
ボディメンテナンス／ボディメンテナンス／
自主トレーニング自主トレーニング

夕食／
自由時間

１日のスケジュール

パーソナルベスト

上／できあがったウガリを持ち、寮の自室のキッチンに立つ
キムニャンさん。中／キムニャンさんの私服姿。休日は近所
の散歩で気分転換するほか、部屋で音楽を聴いたり、チー
ムメイトのギデオン ロノさんとのおしゃべりをしてゆっくりと
過ごす。お気に入りのミュージシャンはKipchamba。1970年
代に活躍したケニア人シンガーソングライターだ。下／寮の
自室でロノさん（左）と一緒に昼食を食べる。この時はウガリ
と牛乳だったが、ロノさんは料理が上手で、ウガリの付け合
わせに野菜を使った料理をよく作ってくれるという。

5:30 起床

ケニアの伝統民芸品であるビー
ズでできたケニアブレスレットは、
見た目の美しさだけではなく、ケ
ニア人としての連帯感を示すもの
であり、時に力も与えてくれる。
日本で走る多くのケニア人選手
にも愛用されており、キムニャン
さんのブレスレットにはミドル
ネームが編み込まれている。

Q 休日の過ごし方は？

A
月曜から土曜までが練習日で、休日は日曜です。（千葉県松戸市にあ
る）寮の周辺を散歩したり、たまにですが、電車に乗って柏駅まで行
くこともあります。ロノさんと一緒に行って、駅前の商業施設を覗い
てみたり、スターバックスで紅茶*を飲んだりします。

ウガリを作るキムニャンさん。ウガリはケ
ニア人の主食だ。トウモロコシの粉をお
湯で練って作る。ウガリはプレーンな蒸
しパンのような食感と味わいがする。

＊ケニアは世 界 有 数の
紅茶生産国として知られ、
日常 的 に紅 茶を楽しむ
文化が根付いている。

Q

Q

Q

ロジスティード陸上部に入部したのはいつ？

日本の印象と今のチームについて教えてください

今年はマラソンにも初挑戦。これからの目標は？

A

A

ケニアの高校を卒業後、2017年にロジスティード陸上部へ入部しま
した。高校時代にも日本のチームへの勧誘があったのですが不安に
思ってしまい断りました。その後、日本でのケニア人選手の活躍を知
り、再び勧誘を受けたので来日を決めました。

来日した時は夏で、朝4時台に日が昇ることに驚きました。ケニアは7時頃なので
す。夏の暑さにも驚きました。ケニアは高地が多く、それほど気温が上がりません。
ロジスティード陸上部のチームメイトはみんなやさしく、とてもいいチームです。

A
今年3月の東京マラソンに出場しました。マラソンは初めての挑戦で
した。完走したことで自信はつきましたが、目標としていた2時間5分
には届かず、満足はしていません。9月に開催されるベルリンマラソン

（ドイツ）に出場し、2時間4分をめざします。

Q 陸上を始めたきっかけは？

A
小学校の先生に勧められたことがきっかけです。学校の運動時
間に敷地の周りを走らされることがよくあったのですが、私はい
つも1位で、先生に「才能がある」と言ってもらえました。本格的
に陸上競技に取り組み始めたのは16歳の時からです。

Q&Aコーナーキムニャンさんに聞きました！
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ロジスティードグループの「現在」をお届けします

国内フォワーディング機能統合

電動化促進に向けた実証開始

 「SSCV®自動点呼」が
業務前・業務後自動点呼機器認定

 「健康経営優良法人認定制度」
４年連続認定

 日本郵便との資本業務提携に
基づく協業の進捗

「つながる心 つながる力 
みんなでつくる復興コンサート

2026 supported by 
ロジスティード」開催

　4月1日、（株）アルプス物流における国内フォワー
ディング機能を事業譲渡の方法により、ロジスティー
ドグループのフォワーディング事業の中核を担うロジ
スティードエクスプレス（株）へ統合しました。

　ロジスティード（株）と（株）REXEVは、物流における電動化の促
進に向けた実証を開始しました。この実証では、ロジスティードの
輸配送業務にEVトラックを導入し、実運用に即した検証を行うとと
もに、REXEVがこれまで培ってきたＥＶ向けエネル
ギーマネジメントの知見と制御技術を活用し、EVト
ラック運用における電力利用の最適化と運用効率の
向上を図ります。

　安全運行管理ソリューション「SSCV-Safety」に実
装した「SSCV自動点呼」の機能が、国土交通省の業
務前自動点呼機器、業務後自動点呼機器として認定
されました。

　ロジスティード（株）、 ロジスティード東日本（株）、ロジスティード中部
（株）、ロジスティード西日本（株）、ロジスティード九州
（株）の5社は、経済産業省と日本健康会議が選定する「健

康経営優良法人認定制度」において、「健康経営優良法
人2026（大規模法人部門）」に4年連続で認定されました。

　ロジスティードホールディングス（株）とロジスティー
ド（株）は、2025 年 10 月 6 日 に公表した日本郵便

（株）との資本業務提携に基づき、国内・海外での協
業推進体制の構築と検討・準備を進めています。

　ロジスティード（株）は、2026年3月7日に開催された「つながる心 
つながる力 みんなでつくる復興コンサート2026」に特別協賛しまし
た。東日本大震災直後から被災者に寄り添い、被災地各地で慰問
演奏活動を続けている仙台フィルハーモニー管弦楽団の活動を応援
する趣旨で、ロジスティードは2022年より協賛を行っ
ています。今年はゲストに大竹 しのぶさんを招き、み
なさんの思い出に残るコンサートを一緒につくりあげ
ました。

「QRコード」を読み取ると、ロジスティードのWebサイトから詳細がご覧になれます。「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

早朝からトラックへの積み込み時に交わされる活発な声掛けや、手際良く
貨物を積み込む姿に、こちらまで元気をもらえるような川越センターを特集
しました。小江戸・川越は、蔵造りの町並みや歴史ある建物が多く、連綿と
続く歴史と文化を体感できる、まるでパワースポットのような場所です。

「達人ノ音」では初の顔出しNG。代わりにエアロビが大好きなアメリカ人
をイメージした大迫力の描きおろしイラストを用意いただきました。（谷野）

漫画家のとんだばやしロンゲ先生は、特徴あるイラストタッチとギャグ満載
の漫画を描く先生で、小学生向け月刊誌「Newsがわかる」で連載している

「Newsがわからん！！」は毎回、ニヤつきながら読んでしまいます。ちょっとお
下品、でもなんか楽しい漫画の世界は、子どもが好きな笑いの感覚を呼び
覚ましてくれて懐かしい感じがします。（ポイントは何も考えずに読むこと）
機会があったらぜひ読んでみてください。（金田）

編 集 後 記

 松戸市主催の「かけっこ教室」に協力
　ロジスティード陸上部（以下、陸上部）は４月11日、千葉県松戸市
が主催する春の青少年教室「目指せトップスピード！速さのヒミツ解
明！かけっこ教室」に講師として参加しました。教室には松戸市の小
学４年生から６年生63名が参加し、走るための基本的な体の動かし
方やトレーニング方法などを陸上部の選手とスタッフがレクチャーす
ると、子どもたちは選手の説明を聞いて、真剣にトレーニングに取り
組みました。陸上部は2021年10月に、「陸上競技を通
じた地域振興・地域貢献の相互連携に関する協定」を
松戸市と締結しており、両者の連携によって地域活
性化に向けた取り組みを進めています。

Topics
松戸市内の小学校45校へ

交通安全旗寄贈

顧客より表彰されました J-WAVE
「LOGISTEED RADIONOMICS」

新ナビゲーターに鶴崎 仁香さん

　ロジスティード（株）は、地域社会への社会貢献活動の一環として、
千葉県松戸市内の市立小学校45校へ各校に50本ずつ、計2,250本
の交通安全旗を寄贈しました。寄贈した交通安全旗には、子どもた
ちに親しみやすいデザインとして、ロジスティードがスポンサーを務
めるプロバスケットボールチーム千葉ジェッツのマスコットキャラク
ター「ジャンボくん」をあしらいました。また、新1年生
の登校初日にあたる4月10日には、松戸市を本拠地と
するロジスティード陸上部の選手が、通学路の交差点
などで交通安全誘導を実施しました。

　ロジスティード東日本（株）首都圏輸送営業部 輸送営業所は、5月
27日にコーユーロジックス（株）より、2025年度における顧客満足度
向上に大きく貢献したとして称賛表彰を受けました。この表彰は、エ
ンドユーザーおよび顧客営業部門による独自の採点方法に基づき、
複数の同業他社とともに品質向上に取り組む中で順位付けが行わ
れたものです。その中で輸送営業所は、日々の丁寧な対応や安定し
た運行が評価され、「称賛の声」が多く寄せられました。今後も、よ
り一層の作業品質向上と運行管理の強化に努め、引き続きお客様
の信頼に応えていきます。

　ロジスティード（ 株 ）が提 供しているJ -WAV E「 LO G I ST E E D 
RADIONOMICS」の新ナビゲーターに、日向坂46五期生の鶴崎 仁香
さんが就任。4月からナビゲーターを務めています。
2024年4月からスタートしたこの番組は、ビギナーの
視点を大切にしながら、リスナーのみなさんと一緒に
経済を学んでいくラジオ番組です。
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